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善
行
表
彰
を
受
け
て

　群
馬
県
高
崎
市　

羽
鳥
　
栄
一

こ
の
度
、
秋
季
善
行
表
彰

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

会
社
人
間
だ
っ
た
私
が
地

域
活
動
に
入
る
き
っ
か
け
は

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
引
き

受
け
た
こ
と
か
ら
で
す
。

以
来
、
中
学
・
大
学
・
町

内
会
・
少
年
補
導
員
と
し
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
小
学
校
支
援
隊「
ど

ん
ぐ
り
の
会
」
で
は
、
さ
つ

ま
い
も
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
田

植
え
・
稲
刈
り
等
を
子
供
た

ち
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い

と
の
思
い
で
仲
間
と
立
ち
上

げ
、
準
備
は
親
子
、
収
穫
は

子
供
た
ち
に
実
施
さ
せ
て
い

ま
す
。

お
と
う
さ
ん
が
初
め
て
の

鍬
を
も
っ
て
悪
戦
苦
闘
し
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。

収
穫
し
た
も
の
は
学
校
給

食
や
町
民
餅
つ
き
大
会
で
活

用
し
ま
す
。

ま
た
、「
ホ
タ
ル
の
里
」
を

目
指
し
、
養
殖
し
夏
に
は
乱

舞
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た

が
、
最
近
は
、
猪
に
荒
ら
さ

れ
減
少
し
て
し
ま
っ
た
の
が

残
念
で
す
。

活
動
を
通
し
て
知
り
合
っ

た
方
々
と
の
ご
縁
は
大
き
な

財
産
で
あ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
善
行
表
彰
を
受
け
て

　千
葉
県
佐
倉
市

椎
名
　
康
子

千
葉
混
声
合
唱
団
に
は
、

一
九
七
八
年
に
入
団
し
副
団

長
と
団
長
を
四
十
年
に
亘

り
務
め
ま
し
た
。
当
時
の

合
唱
団
は
千
葉
県
内
で
も
優

秀
な
合
唱
団
で
し
た
。
し

か
し
、
入
団
し
て
み
る
と
練

習
す
る
団
員
が
十
人
以
下
に

減
少
し
、
指
導
者
が
夕
飯
を

食
べ
て
来
る
と
七
時
半
と
遅

く
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
公

民
館
の
練
習
時
間
は
夕
方
の

六
時
か
ら
九
時
ま
で
、
何
と

か
団
員
を
増
や
し
た
い
、
そ

の
一
心
で
手
作
り
の
お
握
り

を
持
参
し
喜
ば
れ
、
今
だ

に
続
い
て
い
ま
す
。
幸
い

一
九
八
一
年
に
、
伊
賀
美
哲

先
生
を
指
揮
者
に
迎
え
て
、

休
団
中
の
団
員
も
復
帰
し
、

県
立
千
葉
高
校
の
教
え
子
や

卒
業
生
が
入
団
し
て
、
黄
金

時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
六
年

後
に
は
、
朝
日
新
聞
の
千
葉

県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞

の
栄
誉
に
輝
き
、
一
昨
年
の

二
月
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
新
Ｂ

Ｓ
日
本
の
歌
に
招
か
れ
、
大

江
裕
さ
ん
と
共
演
し
、
今
年

は
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

二
〇
〇
一
年
に
初
演
し
、

六
回
目
の
演
奏
に
当
た
る
マ

タ
イ
受
難
曲
を
八
月
に
演
奏

し
ま
す
。

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

　宮
城
県
多
賀
城
市小

畑
　
貞
雄

私
は
、
何
を
し
て
も
他
人

よ
り
劣
る
者
で
す
。

仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ
競
争
す

る
と
全
て
負
け
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
き
れ
い
好
き
が
私

の
人
生
を
根
底
か
ら
変
え
て

く
れ
ま
し
た
。
掃
除
と
の
出

会
い
は
、
四
十
歳
の
時
に

鍵
山
秀
三
郎
様
の
「
凡
事
徹

底
」
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
い

て
か
ら
で
す
。
翌
日
よ
り
公

園
の
ト
イ
レ
掃
除
と
落
ち
葉

掃
き
か
ら
始
め
ま
し
た
。
後

に
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
掃
除

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
も
で

き
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。
十
五
年
間
は
一
人
で
し

た
が
東
日
本
震
災
後
、
こ
ん

な
私
の
と
こ
ろ
に
も
仲
間
が

集
ま
り
今
で
は
十
名
が
定
着

し
ま
し
た
。
掃
除
し
て
い
る

時
は
、
皆
に
こ
に
こ
笑
顔
で

す
。
嬉
し
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
。
今
年
で
二
十
五
年
で
す
。

そ
の
間
何
度
も
批
判
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
に
、
若
葉

を
掃
い
て
い
る
時
は
、
そ
ん

な
事
は
、「
ザ
ル
で
水
を
汲

む
の
と
同
じ
だ
と
言
わ
れ
ま

し
た
。」
私
は
心
の
中
で
ザ

ル
で
も
一
滴
の
水
は
汲
め
る

と
確
信
し
ま
し
た
。
今
回
の

表
彰
を
受
け
掃
除
を
と
お
し

て
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
世
の

中
の
為
に
役
立
つ
人
間
に
な

り
た
い
も
の
で
す
。

　
善
行
表
彰
を
受
け
て

　愛
知
県
あ
ま
市

渡
邉
み
づ
え

こ
の
度
、
令
和
二
年
秋
季

善
行
表
彰
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。地

域
の
尼
僧
様
が
脳
梗
塞

で
手
助
け
が
必
要
と
な
り
、

お
世
話
を
し
て
い
る
う
ち
自

然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

始
ま
り
、
Ｊ
Ａ
助
け
合
い
組

織
な
の
花
の
会
と
自
分
で
立

ち
上
げ
た
組
織
あ
ま
ち
ゃ
ん

の
会
の
二
つ
の
顔
で
、
サ
ロ

ン
、
認
知
カ
フ
ェ
を
月
十
ヶ

所
で
開
催
し
、
介
護
予
防
、

認
知
症
予
防
と
な
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

尼
僧
様
が
九
十
七
歳
で   

永
眠
、
こ
の
二
十
年
間
の
お

世
話
で
、
私
自
身
が
成
長
さ

せ
て
頂
い
た
事
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

高
齢
者
に
は
元
気
で
百
歳

を
目
指
す
お
手
伝
い
、
三
世

代
の
手
を
繋
ぐ
家
族
の
絆
、

心
と
心
で
繋
が
る
地
域
の

絆
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
日
本
善
行
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご

健
康
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

栃
木
県
は
関
東
地
方
の
北

部
に
位
置
し
、
北
に
は
高
い

山
々
が
そ
び
え
、
南
に
は
平

野
が
広
が
る
な
ど
、
地
域
ご

と
に
標
高
が
大
き
く
異
な
る

こ
と
か
ら
、
四
季
折
々
の
絶

景
が
あ
ち
こ
ち
で
長
く
楽
し

め
ま
す
。

ま
ず
始
め
に
パ
ッ
と
思
い

浮
か
ぶ
栃
木
県
の
名
所
は
、

県
西
部
に
位
置
す
る
「
日
光
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

然
豊
か
な
奥
日
光
や
日
光
東

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

宇
都
宮
支
部

ぐ
る
っ
と

　
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

中禅寺湖

照
宮
を
は
じ
め
と
す
る
世
界

遺
産
の
社
寺
が
あ
り
、
海
外

か
ら
の
来
訪
者
も
多
い
所
で

す
。 県

北
部
の「
那
須
町
」に
は
、

皇
族
方
の
ご
静
養
の
場
と
し

て
ご
使
用
さ
れ
て
い
る
「
那

須
御
用
邸
」
が
あ
り
、
用
地

の
一
部
を
開
放
し
た
「
那
須

平
成
の
森
」
は
、
約
五
六
〇

ｈ
ａ
（
東
京
ド
ー
ム
百
二
十

個
分
）
と
と
て
も
広
く
、
ブ

ナ
の
自
然
林
な
ど
が
広
が
る

ほ
か
、
希
少
種
を
は
じ
め
多

く
の
動
植
物
が
生
息
・
生
育

し
て
い
る
森
を
散
策
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

県
中
央
部
の
宇
都
宮
市
に

は
「
餃
子
」
だ
け
で
な
く
、

近
年
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
「
大
谷
町
」 

が
あ
り

ま
す
。
日
本
最
古
の
石
仏「
大

谷
観
音
」
や
、
旧
帝
国
ホ
テ

ル
本
館
に
も
使
わ
れ
た
「
大

谷
石
」
の 

地
下
採
掘
場
跡
は
、 

二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
・
深
さ

三
〇
ｍ
に
も
お
よ
び
、
当
時

の
採
掘
に
関
す
る
資
料
だ
け

で
な
く
、
幻
想
的
な
巨
大
地

下
空
間
を
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

県
東
部
の
「
益
子
町
」
で

は
、「
益
子
焼
」
と
い
う
焼
き

物
が
有
名
で
す
。
現
在
、
窯

元
は
約
二
五
〇
、 

陶
器
店
は

五
〇
あ
り
、
幅
広
い
年
齢
の

陶
芸
家
が
多
種
多
様
な
作
品

を
作
っ
て
い
ま
す
。
春
と
秋

に
は
「
陶
器
市
」
が
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
春
秋
あ
わ
せ
て

約
六
十
万
人
の
人
出
が
あ
り

ま
す
。 

県
南
部
の
「
足
利
市
」
に

は
、
日
本
最
古
の
学
校
と
し

て
知
ら
れ
る
国
指
定
史
跡
の

「 

足
利
学
校
」
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
江
戸
時
代
の
頃
の
姿

を
復
原
し
、
当
時
の
学
生
た

ち
が
ど
の
よ
う
な
所
で
勉
強

し
て
い
た
の
か
、
見
学
で
き

る
よ
う
一
般
開
放
し
て
い
ま

す
。 ま

だ
ま
だ
、
こ
の
他
に
も

美
味
し
い
食
べ
物
、
祭
り
や

名
湯
な
ど
自
慢
し
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
の
記

事
を
書
き
な
が
ら
改
め
て
栃

木
県
の
良
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。 ぜ

ひ
一
度
だ
け
で
な
く
何

度
で
も
栃
木
県
へ
お
越
し
い

た
だ
き
、
県
内
各
地
の
名
所

を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
北
見
地
区
支
部
）
鳥
越
孝

枝
、
木
下
則
子
、
小
林
千
恵

子
、
塚
原
孝
美
、
吉
田
勝
次

郎
、
田
巻
秀
隆
、
蛯
子
武
、

竹
中
敏
勝
、
斉
藤
由
弘
、
大

矢
孝
男
、
浦
東
四
朗
（
弘
前

支
部
）
冨
田
光
子
、
櫻
庭
則

行
、
野
呂
秋
江
、
對
馬
健
一
、

新
井
喜
雅
、
福
士
良
子
（
岩

手
県
南
支
部
）
佐
々
木
常
重
、

高
林
悦
子
、
渡
部
明
（
宮
城

県
支
部
）
相
澤
雅
子
、
井
上

宏
、
大
内
郁
子
、
櫻
井
か
ね

子
、
佐
々
木
健
一
、千
坂
玲

子
、
本
郷
善
夫
、
前
田
満
穂

美
、
三
浦
義
典
、
横
澤
行
夫
、

吉
田
瑞
生
（
仙
台
支
部
）
千

坂
博
俊
、
大
須
賀
啓
、
伊
東

あ
や
子
、
渡
邊
栄
（
山
形
県

支
部
）
小
野
寺
建
（
米
沢
支

部
）
板
垣
勝
雄
（
福
島
県
支

部
）
荒
井
弘
行
、
今
井
清
八
、

佐
藤
素
子
、
佐
藤
静
江
、
瀧

田
勉
、
医
療
法
人
根
本
ク
リ

ニ
ッ
ク　

根
本
仁
（
宇
都
宮

支
部
）
枝
守
男
、
大
久
保
扶

美
子
、
君
島
正
夫
、
熊
谷
正

美
、
倉
澤
一
夫
、
池
田
正
夫
、

篠
崎
圭
一
、
添
田
和
夫
、
田

代
武
昭
、
田
村
淑
子
、
中
村

富
頼
、
福
田
静
江
（
高
崎
支

部
）
飯
塚
幸
江
、
松
本
千
恵

子
、
前
田
和
彦
、
石
井
佳
子
、

忰
田
信
子
、
片
平
好
男
、
角

田
愛
子
、
山
口
和
男
、
押
江

幸
子
（
大
田
区
支
部
）
平
石

昭
夫
（
世
田
谷
支
部
）
渋
谷

義
視
（
渋
谷
支
部
）
下
村
扶

美
子
（
練
馬
支
部
）
井
口
英

光
、
加
藤
昌
司
、
髙
山
與
三

郎
（
葛
飾
支
部
）
長
峰
政
子
、

若
林
茂
、
田
口
佳
信
、
竹
中

佐
知
子
（
江
戸
川
区
）
池
田

幸
生
（
西
東
京
支
部
）
城
道

文
子
（
小
田
原
支
部
）
加
藤

雅
喜
（
大
阪
府
支
部
）
山
口

茂
（
愛
知
県
豊
橋
支
部
）
大

塩
啓
太
郎
、
伊
奈
史
年
、
中

畑
寛
治
、
原
田
ち
よ
子
（
四

国
中
央
支
部
）
坂
上
宏
（
福

岡
県
筑
豊
支
部
）
上
田
勝
治
、

岡
山
昭
明
、
久
保
井
伸
治
、

佐
藤
正
純
、
長
野
熟
、
平
嶋

格
夫
、
宮
崎
一
雄
、
渡
邉
泰

信
（
佐
賀
県
唐
津
支
部
）
岸

本
辰
也
、
石
崎
俊
治
、
中
武

友
子
、
川
添
政
徳
（
大
分
県

大
分
支
部
）
栗
林
茂
、
今
井

美
代
子
、
岩
光
侃
、
原
田
由

美
子
、
越
美
智
子
、
錦
織
巌
、

佐
藤
美
代
子
、
柴
田
束
、
中

野
護
勝
、
橋
本
成
人
、
高
野

早
苗
、
堀
恵
子
、
牧
野
伸
浩
、

恒
松
惠
典
（
大
分
県
竹
田
支

部
）
後
藤
利
己
、
今
村
善
次

（
令
和
２
年
４
月
〜
令
和
２

年
８
月
末
日
迄
入
会
者
）

陶器市


